
２０１６年３月期 第２四半期

決算概要決算概要

２０１５年１１月６日

三菱ＵＦＪリース株式会社



ⅠⅠ

ⅡⅡ

２０１６年３月期第２四半期決算概要

２０１６年３月期業績予想

目次

ⅢⅢ 中期経営計画の進捗

附表ⅣⅣ

1



２０１６年３月期第２四半期
決算概要

２０１６年３月期業績予想

ⅠⅠ

ⅡⅡ

中期経営計画の進捗

附表

ⅢⅢ

ⅣⅣ

2



2016/3期
第2四半期

前年同期比
（増減）

前年同期比
（増減率）

2015/3期
第2四半期

参照ページ

売上高 4,038 ＋357 ＋9.7％ 3,680
売上総利益 800 ＋153 ＋23.7％ 647

4・5ページ参照

（貸倒関連費用は
6・7ページ参照）

営業利益 454 ＋108 ＋31.6％ 345
経常利益 479 ＋106 ＋28.4％ 373

四半期純利益※ 289 ＋64 ＋28.4％ 225

（金額単位：億円）

決算実績サマリー

契約実行高 7,683 ＋1,394 ＋22.2％ 6,288 8・9ページ参照

中間配当金 5円20銭 ＋1円10銭 - 4円10銭

2016/3期
第2四半期

前期末比
（増減）

前期末比
（増減率）

2015/3期 参照ページ

純資産 6,385 ＋172 ＋2.8％ 6,213
総資産 50,868 ＋511 ＋1.0％ 50,356

営業資産残高 45,785 ＋376 ＋0.8％ 45,409 10・11ページ参照

※親会社株主に帰属する四半期純利益
（金額単位：億円）
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（金額単位：億円）

利益の状況 – 経常利益の増減要因

事業粗利の増加（※）
＋213

資金原価の増加
－59

売上総利益の拡大：＋153

販管費・一般管理費の増加
（貸倒関連費用を除く）

－43

販管費等の増加：－47

その他
＋26

経常利益
＋106

373

479

2015/3期
第2四半期

2016/3期
第2四半期

貸倒関連費用の増加
－30

増加要因 減少要因

＋26

（※）事業粗利は資金原価控除前の売上総利益
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利益の状況 – 事業粗利の主な増加要因

・航空機リース事業（JSA ※1）の拡大

リース事業粗利の増加：＋179

・航空機リース事業における機体売却益の発生

※1：Jackson Square Aviation

（リース事業粗利＝賃貸料収入－賃貸原価） ※P26参照

（金額単位：億円）

・航空機エンジンリース事業（ELF ※2）とコンテナリース事業（BIL ※3）の連結化

その他事業粗利の増加：＋37

・不動産関連の出資金配当収入の発生

（その他事業粗利＝その他の売上高－その他の売上原価） ※P26参照

※2：Engine Lease Finance、※3：Beacon Intermodal Leasing
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44

100

150

200 単体 子会社

貸倒関連費用の推移 – 総貸倒関連費用

2015/3期
第2四半期

2016/3期
第2四半期

個別 －9 19
一般 －17 －11
合計 －26 8

159

88

（億円）

（億円）

115

48 43

-28 -35 -33

40

5

20 9
41

-50

0

50

合計 －26 8

2016/3期
第2四半期

2015/3期
第2四半期

2015/3期2014/3期2013/3期2012/3期

48

-8
-26

8

※上記金額は、連結ベースの総貸倒関連費用です。当該金額は、売上原価、販売費および一般管理費、
営業外損益、特別損益に含まれる貸倒関連費用を合算した値で表示しています。
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100

150

200 不動産業 製造業 その他
185

143

75

（億円）

貸倒関連費用の推移 –貸倒関連費用（個別）
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2
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0

50

2012/3期 2013/3期 2014/3期 2015/3期 2015/3期
第2四半期

2016/3期
第2四半期

75
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2015/3期
第2四半期

2016/3期
第2四半期

前年同期比
（増減率）

コメント

①リース契約実行高 3,004 3,922 +30.6％

消費増税の影響が一巡し、
国内需要の回復により、医療
機器や商業用およびサービス
機器等が増加

情報関連機器は、Windows 
XPの保守サービス終了に伴う
反動減も一巡

情報関連・事務用機器 512 676 +32.0％
産業・工作機械 547 559 +2.2％
土木建設機械 139 134 -3.9％
輸送用機器 837 1,346 +60.8％
医療機器 176 259 +47.5％
商業用およびサービス機器 348 400 +15.0％
その他 442 545 +23.3％

②割賦契約実行高 343 454 +32.2％

（金額単位：億円）

契約実行高の状況 – 取引種類別

反動減も一巡

輸送用機器は航空機リース
の実行高の増加や、前事業年
度中に買収した海外子会社の
貢献により増加

343 454 +32.2％
情報関連・事務用機器 8 19 +121.7％
産業・工作機械 45 51 +14.6％
土木建設機械 97 119 +22.4％
輸送用機器 19 22 +18.5％
医療機器 25 47 +84.6％
商業用およびサービス機器 74 110 +49.0％
その他 73 83 +14.1％

③金融・その他契約実行高 2,940 3,306 +12.4％
不動産関連の実行高は引き
続き減少

ファクタリング 1,048 1,120 +6.9％
不動産関連 508 457 -10.0％
その他融資等 1,384 1,728 +24.9％

契約実行高合計 6,288 7,683 +22.2％
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1,161
1,583

2,532

3,140
12,000

16,000

12,764
13,562

15,618
14,623

7,683

（億円）

＜国内＞

国内のリース実行高は前々年同期並みの水準

大口案件の実行が前年同期から増加

＜海外＞

航空機リースの実行高の増加に加え、前事業
年度中に買収した海外子会社の連結化が貢献

日系企業向けを中心とした設備投資サポートも
増加

契約実行高の状況 – 国内外別

国内 不動産関連（金融・その他） 海外

11,603 11,979
13,086

11,483

5,170 5,733

1,118
1,950

1,628 1,602 1,381 1,199 508 4570

4,000

8,000

2012/3期 2013/3期 2014/3期 2015/3期 2015/3期
第2四半期

2016/3期
第2四半期

6,288

7,683
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2012/3期 2013/3期 2014/3期 2015/3期 2016/3期
第2四半期 前期末比

ファイナンスリース 11,994 12,861 14,057 14,476 14,607 ＋0.9％

オペレーティングリース 4,679 7,678 9,515 14,782 15,223 ＋3.0％

割賦 2,224 2,167 2,273 2,340 2,366 ＋1.1％

貸付・その他 14,457 14,433 14,328 13,810 13,587 －1.6％

合計 33,356 37,139 40,174 45,409 45,785 ＋0.8％

（金額単位：億円）

営業資産残高の状況 - 取引種類別

50,000 
ファイナンスリース オペレーティングリース 割賦 貸付・その他

36.0% 34.6% 35.0% 31.9% 31.9%

14.0%
20.7% 23.7%

32.6% 33.2%
6.7%

5.8%
5.7%

5.1% 5.2%
43.3%

38.9%
35.6%

30.4% 29.7%

0 

10,000 

20,000 

30,000 

40,000 

50,000 

2012/3期 2013/3期 2014/3期 2015/3期 2016/3期
第2四半期

（億円）
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2012/3期 2013/3期 2014/3期 2015/3期 2016/3期
第2四半期 前期末比

国内営業資産残高 30,663 30,786 31,601 31,181 31,111 －0.2％

海外営業資産残高 2,693 6,353 8,573 14,228 14,674 ＋3.1％

合計 33,356 37,139 40,174 45,409 45,785 ＋0.8％

14,228 14,674 40%16,000
海外営業資産残高 海外営業資産比率

（金額単位：億円）

（億円）

営業資産残高の状況 – 国内外別

2,693

6,353
8,573

8.1%

17.1%

21.3%

31.3% 32.0%

0%

10%

20%

30%

0

4,000

8,000

12,000

2012/3期 2013/3期 2014/3期 2015/3期 2016/3期
第2四半期

（億円）

海外営業資産比率：連結営業資産残高に占める海外子会社の営業資産残高の割合
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資金調達構造

短期借入金 長期借入金 CP リース債権流動化 社債

2012/3期 2013/3期 2014/3期 2015/3期 2016/3期
第2四半期 前期末比

短期借入金※ 8,653 10,699 9,532 10,497 10,081 －4.0%

長期借入金 7,666 8,221 9,996 11,683 12,312 ＋5.4%

CP 7,193 8,062 7,623 8,300 8,491 ＋2.3%

リース債権流動化 1,042 1,396 1,644 1,735 1,660 －4.3%

社債 4,380 4,773 6,047 6,887 6,836 －0.7%

合計 28,935 33,152 34,844 39,103 39,382 ＋0.7%

（金額単位：億円）

※1年内返済予定の長期借入金を含む

43.6% 42.9% 44.0% 43.3%

43.1%

5.5%

15.7%
18.9%

27.6%

28.1%

0%

20%

40%

0

15,000

30,000

45,000

2012/3期 2013/3期 2014/3期 2015/3期 2016/3期
第2四半期

（億円）
直接調達比率 外貨建て調達比率
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◆国内普通社債（2014年以降発行分）

発行時期 金額 期間 利率
スプレッド

スワップ比 国債比

2014年2月 100億円 7年 0.508% -5.2bps +17.0bps
2014年6月 100億円 3年 0.172% -8.7bps +7.0bps
2014年6月 300億円 5年 0.304% -5.8bps +12.0bps
2014年8月 200億円 7年 0.426% -3.0bps +16.0bps

2014年10月 100億円 5年 0.238% -5.1bps +11.0bps
2014年10月 100億円 10年 0.695% +2.8bps +21.0bps
2015年5月 200億円 5年 0.297% -0.6bps +20.0bps

社債発行状況

・外部格付（2015年11月6日時点）

格付機関 長期 短期

Moody’s A3 -

S&P A -

JCR AA－ J－1＋

R&I A＋ a－1
JCR：日本格付研究所
R&I：格付投資情報センター

2015年5月 200億円 5年 0.297% -0.6bps +20.0bps
2015年8月 150億円 5年 0.301% +1.9bps +21.0bps

◆外貨建て社債（2014年以降発行分）
発行時期 金額 期間 利率 スプレッド

2014年2月 3億米ドル 5年 変動金利 3ヶ月米ドルLibor＋92.5bps
2014年2月 5億人民元 3年 3.280% －

2014年7月 5億米ドル 5年 変動金利 3ヶ月米ドルLibor＋77.5bps
2015年3月 5億米ドル 5年 2.500% －

2015年10月 5億米ドル 5年 2.750% －
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2016/3期（※2） 前期比 期初予想比
（参考）

期初予想（※3）

売上高 8,000 ＋7.8％ － 8,000
売上総利益 1,540 ＋15.5％ ＋4.8％ 1,470

営業利益 820 ＋16.7％ ＋9.3％ 750

経常利益 830 ＋10.1％ ＋9.2％ 760

当期純利益（※1） 500 ＋13.5％ ＋8.7％ 460

一株あたり配当金 10円40銭 ＋90銭 － 10円40銭

（億円）

業績予想（2016年3月期）
2016年3月期の連結業績予想を上方修正

一株あたり配当金 10円40銭 ＋90銭 － 10円40銭

531 599 652 702
558 629 698 753

346 360 376 440

0

300

600

900

2012/3期 2013/3期 2014/3期 2015/3期

営業利益 経常利益 純利益
（億円）

連結業績の推移

※1：親会社株主に帰属する当期純利益
※2：2015年11月6日付で上方修正した2016年3月期業績予想
※3：2015年5月15日付で公表した2016年3月期業績予想（および下記予想値の点線内）

750

830

500

820

760

460

2016/3期

予想

15



２０１６年３月期第２四半期
決算概要

２０１６年３月期業績予想

ⅠⅠ

ⅡⅡ

中期経営計画の進捗

附表

ⅢⅢ

ⅣⅣ

16



中期経営計画“Evolution（限りなき進化）”の概要

成長戦略と経営基盤強化戦略の着実な実行により、持続的成長を目指す

成長戦略

1. ビジネスモデルの進化
2. 国際展開の加速化

国内カスタマー事業 環境・エネルギー事業

（重点分野）

国際事業 グローバルアセット事業

医療・介護事業 アセット関連サービス

経営基盤強化戦略

1. 経営管理の高度化

2. グローバル化に対応した業務インフラ整備

3. グループマネジメントの深化

4. 人材マネジメントの強化

3.グループシナジーの発揮

4.新規事業の継続的創出

5.外部成長戦略の推進

医療・介護事業 アセット関連サービス

不動産事業

4. 人材マネジメントの強化

5. 自由闊達・活力ある企業風土の醸成

6. IT基盤強化と戦略的な活用

7. 揺るぎない信頼の維持

当期純利益（※1） ： 450億円以上 海外営業資産比率（※2） ： 30％
※1：親会社株主に帰属する当期純利益 ※2：連結営業資産残高に占める海外子会社の営業資産残高の割合

中期経営計画最終年度（2017年3月期）の目標値
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国内 海外

取り巻く経営環境と目指すべき方向性

認
識

設備投資や資金ニーズを前提とする「ファ
イナンス／金融に付随したサービス」型事
業モデルから、「金融と事業の融合」への

ビジネスモデルの進化（核となる戦略） （核となる戦略） 国際展開の加速化

国内で培ってきた高度な専門性や知見を
海外に展開

国内事業は、力強さに欠ける設備投資動向や利鞘縮小圧力から横這いが続く
さらなる成長には新たなビジネスモデルが必要

グローバルアセット事業は順調に拡大し、連結利益に大きく貢献
今後は環境変化への備えも必要

施
策

目
指
す
方
向
性

設備投資動向や経済環境の影響を
受けにくいポートフォリオの形成

当社グループの将来の核となる事業
の創出・育成

国内で構築した付加価値の高いサー
ビスをグローバルベースで提供

リスク分散の効いた良質なポートフォ
リオの形成

業モデルから、「金融と事業の融合」への
進化を加速

（主な重点分野）

環境・エネルギー事業

医療・介護事業 不動産事業

（主な重点分野）

アセットの入れ替えや既存事業の周辺ビジ
ネス取り込み等を通じ、資産効率を改善

グローバルアセット事業

国際事業

18



数値目標の進捗

海外営業資産比率は目標値を超過、純利益は今年度達成予想

当期純利益
※親会社株主に帰属する当期純利益

海外営業資産比率
※連結営業資産残高に占める海外子会社の営業資産残高の割合

目標
（2017/3期） 450億円以上 30%

進捗 達成予想（2016/3期予想） 達成済

実績・予想
2015/3期実績 ： 440億円
2016/3期予想 ： 500億円

2015/3期実績 ： 31.3%
2016/3期第2四半期実績 ： 32.0%2016/3 500 2016/3 2 32.0%

376

440

500

2014/3期 2015/3期 2016/3期
（予想）

目標：450億円以上

21.3%

31.3% 32.0%

2014/3期 2015/3期 2016/3期
第2四半期

目標：30%
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介護分野で
パートナー企業と
共同事業を推進
＜2014年4月＞

ミサワホームと
共同出資会社を設立

（医療・介護事業）

老朽化不動産の
再生事業への投資を開始

＜2014年12月＞

Re-Seed機構（※）と
共同で環境改修工事
を行うSPCに出資

（不動産／環境・エネルギー事業）

アグリ分野に参入

＜2015年4月＞

首都圏リースが
茶経営農業法人を設立

2014年度 2015年度

取り組み実績 – 国内

「ファイナンス／金融に付随したサービス提供」から「金融と事業の融合」へ

国
内

再生可能エネルギー分野での事業領域を拡大 （環境・エネルギー事業）

エネルギー関連事業の

アセットマネジメント事業会社
「MULエナジーインベストメント」

を設立（22ページ参照）

※一般社団法人
環境不動産普及促進機構

＜2014年9月＞

（水力）FITとESCO
事業を融合した
サービスを提供

＜2014年10月＞

（バイオマス）
発電事業向け
プロファイ組成

（太陽光）
パートナー企業と
複数の発電事業に

出資参画
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＜2014年5月＞

GLC（※1）と戦略的業務提携
（グローバルアセット事業）

米国の貨車リース
事業に本格参入

航空機エンジンリース事業
海上コンテナリース事業
をグループに取り込み

＜2014年11月＞

ELF・BIL（※2・3）を買収
（グローバルアセット事業）

中国でのESCO
事業展開を開始

＜2015年8月＞

現地のパートナー企業と
共同出資会社を設立
（国際／環境・エネルギー事業）

2015年度

取り組み実績 – 海外

2014年度

国内で培った強みの海外展開と買収・提携を通じて事業領域を拡大

海
外

タイで資産管理
サービスを拡大

インドネシアに続いてタイでも
“e-Leasing Direct Platinum”

の提供を開始
（国際／アセット関連サービス事業）

©Boeing

※1：Greenbrier Leasing Company

※2：Engine Lease Finance
※3：Beacon Intermodal Leasing

インドネシアの
事業基盤を強化

＜2014年10月＞

スラバヤ支店開設 （国際事業）
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取り組み実績 – 「ビジネスモデルの進化」の実例

アセットマネジメント事業

エネルギー分野でアセットマネジメント事業会社を設立

金融と事業の融合

サービス提供

ファイナンス／金融に付随したサービス提供

リース／ファイナンス

環境関連設備のリース

プロジェクト・ファイナンス

（写真）当社がファイナンスを提供
するバイオマス発電事業

太陽光発電事業を取り巻く
環境の変化

稼働後の事業や設備に対
する運営管理ニーズの高まり

セカンダリー市場で
の発電事業・権利の
売買活発化

（太陽光発電の事業環境）

MULエナジーインベストメント

専門的
知見

エネルギー関連企業
とのネットワーク

既存の太陽光発電
用リース資産

2018年3月までに数百億
円規模の管理資産積み
上げを目指す

太陽光以外のエネル
ギー・インフラ分野への
サービス拡大

サービス提供

事業参画

排出権関連サービス

ESCOサービス

発電事業への出資参画

老朽化不動産再生事業

（写真）当社が提供するESCO事業
で導入した設備

（写真）当社が出資参画する
太陽光発電事業

活用

太陽光発電資産
の運営・管理

保守・メンテナンス
などの診断サポート

発電事業の取得・
売買・仲介

MULの太陽光発電
用リース資産も活用

エネルギーファンド
の組成・運営

2016年を目処に
開始の予定

MULエナジーインベストメント
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経営基盤強化のための取り組み

ガバナンスや各種リスクへの対応態勢を強化

リスク資本管理の強化

アセット・事業リスクに対する管理態勢強化

人材マネジメントの強化

専門人材の創出・育成のための制度整備

企業統治の強化

（取り組み事例） （取り組み事例）

業務・ITインフラの強化
事業継続体制強化のためのシステム拡充

安定的な資金調達の実践

定期的な社債の発行を継続

企業統治の強化

持続的な企業価値向上に向けた基盤整備

（取り組み事例） （取り組み事例）
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お問合せ先
広報IR部
TEL ０３-６８６５-３００２

お問合せ先など

ⅡⅡ 当社ホームページアドレス

ⅠⅠ

ⅡⅡ 当社ホームページアドレス
http://www.lf.mufg.jp/ （日本語）
http://www.lf.mufg.jp/english/ （英語）
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２０１６年３月期第２四半期
決算概要

２０１６年３月期業績予想

ⅠⅠ

ⅡⅡ

中期経営計画の進捗

附表ⅣⅣ

ⅢⅢ
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連結損益計算書関連項目 – １

12/3期第2四半期 13/3期第2四半期 14/3期第2四半期 15/3期第2四半期 16/3期第2四半期
11年4~9月 12年4~9月 13年4~9月 14年4~9月 15年4~9月

1 売上高 361,248 352,889 355,762 368,040 403,832
-1.2% -2.3% +0.8% +3.5% +9.7%

2 賃貸料収入 280,055 273,854 288,876 298,749 332,186
-0.4% -2.2% +5.5% +3.4% +11.2%

3 割賦売上高 46,633 42,704 40,945 42,276 42,060
-9.2% -8.4% -4.1% +3.3% -0.5%

4 営業貸付収入 17,682 17,278 17,373 17,382 17,249
-5.3% -2.3% +0.5% +0.1% -0.8%

5 その他の売上高 16,876 19,052 8,566 9,630 12,335
+19.1% +12.9% -55.0% +12.4% +28.1%

6 売上原価 302,900 288,195 292,579 303,307 323,759
-1.0% -4.9% +1.5% +3.7% +6.7%

（金額単位：百万円）

-1.0% -4.9% +1.5% +3.7% +6.7%
7 売上原価／売上高

（売上高売上原価率）
83.8% 81.7% 82.2% 82.4% 80.2%
+0.1P -2.1P +0.5P +0.2P -2.2P

8 賃貸原価 239,893 233,437 237,987 245,812 261,306
-0.2% -2.7% +1.9% +3.3% +6.3%

9 割賦原価 42,356 38,694 37,261 38,674 38,732
-9.3% -8.6% -3.7% +3.8% +0.2%

10 資金原価 9,183 8,706 12,350 13,224 19,199
-15.9% -5.2% +41.9% +7.1% +45.2%

11 その他の売上原価 11,466 7,357 4,979 5,595 4,520
+44.4% -35.8% -32.3% +12.4% -19.2%

12 売上総利益 58,348 64,693 63,183 64,732 80,072
-2.2% +10.9% -2.3% +2.5% +23.7%

13 売上総利益／売上高
（売上高売上総利益率）

16.2% 18.3% 17.8% 17.6% 19.8%
-0.1P +2.1P -0.5P -0.2P +2.2P

（※）下段の%、P（ポイント）は前年同期比を掲載
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連結損益計算書関連項目 – ２

12/3期第2四半期 13/3期第2四半期 14/3期第2四半期 15/3期第2四半期 16/3期第2四半期
11年4~9月 12年4~9月 13年4~9月 14年4~9月 15年4~9月

14 従業員数 2,288 2,386 2,439 2,628 2,825
15 一人あたり売上総利益

（年換算・・・×2）
51.0 54.2 51.8 49.3 56.7

-3.1% +6.3% -4.4% -4.9% +15.1%
16 販売費及び一般管理費 27,560 31,537 31,452 30,204 34,649

-13.8% +14.4% -0.3% -4.0% +14.7%
17 人件費 11,332 11,596 13,055 13,589 15,867

+3.1% +2.3% +12.6% +4.1% +16.8%
18 物件費 12,356 12,837 14,720 15,380 17,405

+3.4% +3.9% +14.7% +4.5% +13.2%
19 貸倒関連費用 3,871 7,103 3,676 1,234 1,375

-57.1% +83.5% -48.2% -66.4% +11.5%
20 OHR 40.6% 37.8% 44.0% 44.8% 41.6%

（金額単位：百万円）

20 OHR 40.6% 37.8% 44.0% 44.8% 41.6%
+2.1P -2.8P +6.2P +0.8P -3.2P

21 営業利益 30,787 33,156 31,730 34,528 45,423
+11.1% +7.7% -4.3% +8.8% +31.6%

22 営業利益／売上高
（売上高営業利益率）

8.5% 9.4% 8.9% 9.4% 11.2%
+0.9P +0.9P -0.5P +0.5P +1.8P

23 経常利益 33,332 36,720 35,336 37,357 47,961
+16.4% +10.2% -3.8% +5.7% +28.4%

24 特別利益 60 234 83 805 98
-93.4% +284.3% -64.2% +861.6% -87.8%

25 特別損失 305 382 4 4 -
-92.0% +25.0% -98.9% +1.6% -

26 親会社株主に帰属する
四半期純利益

18,443 21,198 20,892 22,523 28,930
+36.7% +14.9% -1.4% +7.8% +28.4%

（※）下段の%、P（ポイント）は前年同期比を掲載
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連結貸借対照表関連項目 – １

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期第2四半期
12年3月末 13年3月末 14年3月末 15年3月末 15年9月末

1 純資産合計 420,864 468,061 534,250 621,344 638,598
+8.0% +11.2% +14.1% +16.3% +2.8%

2 総資産額 3,682,299 4,177,784 4,497,502 5,035,676 5,086,858
-1.0% +13.5% +7.7% +12.0% +1.0%

3 営業資産残高 3,335,620 3,713,972 4,017,419 4,540,920 4,578,558
-1.7% +11.3% +8.2% +13.0% +0.8%

4 内賃貸事業 1,667,454 2,053,955 2,357,220 2,925,880 2,983,138
-0.4% +23.2% +14.8% +24.1% +2.0%

5 内割賦販売事業 222,433 216,700 227,318 234,023 236,668
-8.1% -2.6% +4.9% +2.9% +1.1%

6 内貸付事業 1,193,607 1,256,032 1,288,819 1,257,593 1,248,386

（金額単位：百万円）

1,248,386
+1.6% +5.2% +2.6% -2.4% -0.7%

7 内その他の事業 252,124 187,285 144,061 123,423 110,365
-16.8% -25.7% -23.1% -14.3% -10.6%

8 破産更生債権等 49,451 46,066 33,223 33,434 31,750
+20.8% -6.8% -27.9% +0.6% -5.0%

9 貸倒引当金 15,533 15,921 12,494 14,134 14,600
10 ネット破産更生債権等 33,918 30,145 20,729 19,300 17,150

+7.4% -11.1% -31.2% -6.9% -11.1%
（※）下段の%、P（ポイント）は前期末比を掲載
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連結貸借対照表関連項目 – ２

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期第2四半期
12年3月末 13年3月末 14年3月末 15年3月末 15年9月末

11 自己資本比率 10.9% 10.7% 11.4% 11.8% 12.0%
+0.9P -0.2P +0.7P +0.4P +0.2P

12 ROE 8.9% 8.5% 7.9% 8.0% -
+1.8P -0.4P -0.6P +0.1P -

13 ROA 0.9% 0.9% 0.9% 0.9% -
+0.2P -0.0P -0.0P +0.0P -

14 有利子負債 2,893,504 3,315,294 3,484,480 3,910,324 3,938,239
-2.3% +14.6% +5.1% +12.2% +0.7%

15 間接調達 1,631,959 1,892,132 1,952,985 2,218,009 2,239,437
+1.1% +15.9% +3.2% +13.6% +1.0%

（金額単位：百万円）

+1.1% +15.9% +3.2% +13.6% +1.0%
16 直接調達 1,261,545 1,423,162 1,531,494 1,692,314 1,698,802

-6.3% +12.8% +7.6% +10.5% +0.4%
17 内CP 719,300 806,200 762,300 830,000 849,100

-16.9% +12.1% -5.4% +8.9% +2.3%
18 内リース債権流動化 104,215 139,644 164,413 173,539 166,070

+2.2% +34.0% +17.7% +5.6% -4.3%
19 内社債 438,030 477,317 604,781 688,774 683,632

+15.6% +9.0% +26.7% +13.9% -0.7%
20 直接調達比率 43.6% 42.9% 44.0% 43.3% 43.1%

-1.9P -0.7P +1.1P -0.7P -0.2P
（※）下段の%、P（ポイント）は前期末比を掲載
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国内主要連結構成会社の決算概要 – １

16/3期
第2四半期

三菱UFJリース（MUL）
（単体）

日医リース
MUL持分割合：100%

ディー・エフ・エル・リース
MUL持分割合：95%

金額 前年同期比 金額 前年同期比 金額 前年同期比

売上高 230,078 -0.1% 18,312 +0.9% 9,474 +4.0%
売上総利益 35,418 +9.5% 1,517 -8.4% 828 -4.0%
営業利益 22,154 +29.5% 131 -79.4% 437 -12.5%
経常利益 21,469 +8.0% 160 -77.4% 445 -16.0%
純利益 14,053 +5.8% 112 -74.4% 293 -14.6%

16/3期
第2四半期 金額 前期末比 金額 前期末比 金額 前期末比

営業資産 2,889,425 +0.2% 102,172 +0.5% 57,601 +7.7%
総資産 3,702,952 +0.9% 105,953 +0.8% 59,530 +7.1%
純資産 407,249 +1.1% 13,429 +0.8% 10,616 +2.9%

（金額単位：百万円）

純資産 407,249 +1.1% 13,429 +0.8% 10,616 +2.9%

（金額単位：百万円）

16/3期
第2四半期

神鋼リース
MUL持分割合：80%

カシオリース
MUL持分割合：80%

ひろぎんリース
MUL持分割合：80%

金額 前年同期比 金額 前年同期比 金額 前年同期比

売上高 12,893 -7.5% 5,588 -0.5% 8,125 -2.1%
売上総利益 1,065 -12.6% 505 -9.0% 883 -6.3%
営業利益 426 -26.4% 67 -64.2% 480 -18.2%
経常利益 449 -24.8% 97 -55.0% 502 -16.6%
純利益 271 -22.3% 62 -54.0% 332 -20.5%

16/3期
第2四半期 金額 前期末比 金額 前期末比 金額 前期末比

営業資産 87,419 -10.4% 32,196 +4.7% 56,603 -3.3%
総資産 92,005 -9.9% 33,287 +4.8% 59,312 -3.1%
純資産 8,061 +2.7% 11,699 +0.5% 11,083 +3.1%
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国内主要連結構成会社の決算概要 – ２

16/3期
第2四半期

首都圏リース
MUL持分割合：76%

中京総合リース
MUL持分割合：70%

MMCダイヤモンドファイナンス
MUL持分割合：50%

金額 前年同期比 金額 前年同期比 金額 前年同期比

売上高 13,681 +1.9% 3,293 -0.4% 13,003 +16.4%
売上総利益 1,608 -5.6% 282 -12.6% 5,151 +0.5%
営業利益 744 -18.4% 72 -54.8% 1,702 +3.8%
経常利益 776 -17.7% 93 -50.1% 2,013 +3.7%
純利益 513 -14.6% 61 -48.6% 1,322 +7.3%

16/3期
第2四半期 金額 前期末比 金額 前期末比 金額 前期末比

営業資産 119,209 +4.6% 19,168 +0.2% 266,242 -2.1%
総資産 123,262 +4.7% 20,335 -0.1% 292,052 -2.1%
純資産 13,572 +2.5% 5,575 +0.5% 20,465 +6.9%

（金額単位：百万円）

純資産 13,572 +2.5% 5,575 +0.5% 20,465 +6.9%

16/3期
第2四半期

ダイヤモンドレンタルシステム
MUL持分割合：100%

ダイヤモンドアセットファイナンス
（DAF） MUL持分割合：100%

御幸ビルディング
MUL持分割合：98%

金額 前年同期比 金額 前年同期比 金額 前年同期比

売上高 13,733 +1.7% 5,085 +2.3% 3,270 +4.6%
売上総利益 1,169 +1.1% 2,615 +18.9% 1,546 -2.0%
営業利益 383 +20.8% 1,960 +31.6% 1,295 -1.8%
経常利益 383 +21.0% 2,028 -4.6% 1,085 -1.9%
純利益 252 +25.6% 1,354 -0.6% 704 +0.8%

16/3期
第2四半期 金額 前期末比 金額 前期末比 金額 前期末比

営業資産 61,005 -1.1% 208,375 +1.6% 61,059 -1.1%
総資産 63,462 -0.9% 210,945 +1.4% 64,515 -0.2%
純資産 5,545 +4.8% 26,317 +5.4% 23,413 +2.9%

（金額単位：百万円）
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事業の取り組み状況 – １

◆オペレーティングリース残高推移
12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期第2四半期

残高合計 4,680 7,678 9,515 14,783 15,223
産業機械等 2,241 1,774 1,779 1,748 1,751
不動産 1,517 1,753 1,843 1,934 1,980
輸送用機器 629 3,848 5,587 10,825 11,229
IT関連機器 293 303 305 276 262

◆不動産関連ファイナンス残高推移
12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期第2四半期

残高合計 5,935 5,202 4,028 3,254 2,959

（単位：億円）

（単位：億円）

残高合計 5,935 5,202 4,028 3,254 2,959
MULブック 4,654 3,868 2,633 1,761 1,407
DAFブック 1,281 1,333 1,395 1,493 1,553

MULブック案件の物件・地域別内訳とLTV分布
商業 オフィス 物流 レジデンス その他

32% 30% 22% 13% 3%

関東圏 近畿圏 中京圏 その他
69% 19% 6% 6%

~70% ~80% ~90% 90%超
81% 10% 6% 3%

物件タイプ別

地域別

LTV分布
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事業の取り組み状況 – ２

◆シンフォニー（建物リース）残高推移
12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期第2四半期

残高合計 1,783 1,808 1,862 2,010 2,088

◆PFI事業の累計取り組み件数

◆e-Leasing Direct残高推移

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期第2四半期
累計件数 47 50 53 55 57

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期第2四半期
残高合計 3,580 4,051 4,447 4,871 4,865

（単位：億円）

（単位：億円）

（単位：件数）

◆ファクタリング期中平均残高推移

◆ESCO事業残高推移

◆オートリースのグループ管理台数

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期第2四半期
平均残高合計 687 671 735 834 672

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期第2四半期
残高合計 429 395 347 347 332
累計件数 398 414 430 441 447

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期第2四半期
管理台数合計 279 279 289 300 304

（単位：億円）

（単位：億円、件）

（単位：千台）
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本資料に掲載している情報は、資料作成時点での当社の見解や入手している情報に基づく将来予測等が
含まれており、その情報の正確性や完全性を約束するものではありません。また、今後予告なしに変更され含まれており、その情報の正確性や完全性を約束するものではありません。また、今後予告なしに変更され
ることがあります。将来に関する事項については、様々な要因により異なる結果となる可能性があります。




